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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 
「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 
情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

植物は、環境ストレスに暴露されていないときには、その体を構成する栄養元素、特に窒素資源の 50%
以上を、光合成関連タンパク質の合成に投資し、光合成による生長を維持している。それに対し、乾燥な

どの悪環境ストレスに暴露されると、下位葉での光合成タンパク質の分解が促進される一方、プロリンや

シトルリンなど、窒素を高含有する適合溶質を上位葉に高蓄積させ、環境適応能の向上を図る。環境スト

レスは植物の基本代謝を劇的に変化させるが、これら一連の代謝変動を統合的に制御する「司令塔」の実

体は不明である。 
乾燥強光ストレスに耐性を持つ野生種スイカは、ストレスに際してシトルリンを高蓄積させる。シトル

リンはアルギニン代謝経路の中間体である。その 12 種の代謝酵素群のうち、経路のボトルネックである
AGK 酵素は、ストレスに伴い活性が増加するだけでなく、アルギニンによるフィードバック阻害が解除
される。このフィードバック阻害解除を担う因子として、炭素・窒素比(C/N)センサーである P-II タンパ

ク質が関与することが示唆された。そこで本年度は、分子センサータンパク質 P-IIが、抗酸化性に優れる

適合溶質シトルリンの高蓄積にどのように関与するのかを解明するために、組換体タンパク質を用いて、

P-IIタンパク質が AGK 酵素の酵素学的諸性質に及ぼす影響を解析した。その結果、野生種スイカ由来の
AGK 酵素は通常は経路の最終産物であるアルギニンにより顕著なフィードバック阻害を受けるが、P-II

が共存する場合このフィードバック阻害が解除されることが判明した。この結果は、ストレス下で誘導さ

れる P-IIタンパク質がシトルリン生合成の律速を解除し、シトルリンの高蓄積に貢献することを示唆する。 
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